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福餅の配布
各回先着100 名様
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千歳、翁、三番叟が 1年の福を
寿ぎます。

これぞ日本のお正月。吉野川の
すじ青のりもつき込みます。

平成２９年度
淡路だんじり唄コンクール優勝
阿万下町檀尻保存会
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悪魔を払い、世を祝う縁起もの
として日本の各地に定着した
獅子舞。吉野川市鴨島町の森藤
地区には江戸中期から伝わります。

獅子舞とともに森藤八幡神社
秋祭りに奉納される踊りで、
小学生 10 ～ 20 人で、
豊作や雨乞いを祈願して
傘をかざして踊ります。

10:00～15:00（7日は10:30～）

http://joruri.info/jurobe/
https://www.instagram

.com
/awajurobeyashiki/



出演

人形浄瑠璃とくしま座
平成19年の国民文化祭で瀬戸内寂聴原作の新作人形浄瑠璃「モラエ
ス恋遍路」を上演するため公募で結成したモラエス人形座を母体に、
平成20年4月に発足。元文楽座技芸員の浄瑠璃人形遣い「勘緑」師匠
を芸術監督・指導者に迎え、研鑽を積んでいる。

勝浦座
江戸時代の寛政年間、当時の久国村名を付けて「国村久太夫座」とし
て発足。昭和 6年、火災で座の頭・道具等を焼失して、休止状態とな
った。昭和 21 年に吉井（現・阿南市吉井町）の人形座の道具一式
を買い取って復活し、現在の「勝浦座」となる。

阿万下町檀尻唄保存会
阿万下町檀尻保存会の唄い手は、
20 ～30代の20名程度で構成されている。
奉納唄顧問(師匠 )のもと、40歳 (初老)を迎え引退した者が、指導に
あたっている。乗り子(太鼓打 )・子役は小学生がつとめている。
今年度、「第 28 回淡路だんじり唄コンクール」において、演目「絵本
太功記十段目　尼ヶ崎の段」で優勝の栄冠に輝いた。

式三番叟とえびす舞
（山口座）

もちつき
（森藤獅子舞保存会）

定期公演　傾城阿波の鳴門順礼歌の段
（友和嘉会、ふれあい座）

森藤獅子舞・傘踊り
（森藤獅子舞保存会）

もちつき
（森藤獅子舞保存会）

森藤獅子舞・傘踊り
（森藤獅子舞保存会）

もちつき
（森藤獅子舞保存会）

定期公演　傾城阿波の鳴門順礼歌の段
（友和嘉会、ふれあい座）

えびす絵巻
（阿波十郎兵衛座、名月座、工芸座）
　　　　　　

年の初めの特別企画！１年の福をお持ち帰りください。

１/６土
2018

１/７日
2018

福餅とお札の配布（先着 100 名）

福餅とお札の配布（先着 100 名）

福餅とお札の配布（先着 100 名）

福餅とお札の配布（先着 100 名）

寿二人三番叟
（人形浄瑠璃とくしま座）

定期公演　傾城阿波の鳴門順礼歌の段
（友和嘉会、平成座）

えびす舞
（勝浦座）

新作えびす絵巻
（人形浄瑠璃とくしま座）
　　　　　　
定期公演　傾城阿波の鳴門順礼歌の段
（友和嘉会、平成座）

淡路だんじり唄
「絵本太功記十段目尼ヶ崎の段」
（阿万下町檀尻唄保存会）

10:00～ 10:30～

10:30～ 11:00～

11:00～ 11:40～

11:40～

12:00～

13:00～

13:30～

14:00～

14:40～

13:00～

14:00～

14:45～

山口座三番叟保存会
猿田彦神社を祀る阿南市山口町榊神社の氏子によって受け継がれて
きた三番叟をより良い形で継承しようと、春の地神祭の奉納に加え
て、学校や敬老会、イベント等へも積極的に出演している。

森藤獅子舞保存会
吉野川市鴨島町森藤地区に古くから伝わる獅子舞及び傘踊り、二十
四孝を保存（研究、練習）するとともに活用し、末永く後世に伝えて
文化の進展に寄与することを目的に活動している。

阿波十郎兵衛座
昭和54年に阿波十郎兵衛屋敷内に上演舞台が建てられたのを機に、
宮島地区の女性だけで座を結成。屋敷専属の人形座として、年間平
均 350 回の公演を実施。平成18年からは振興会の一座として上演。

名月座
平成5年、せめて阿波鳴だけでも身につけてボランティアを始めた
い、満月のように丸い心で人間的繋がりを大切にしたいと女性6名
で結成。結成された 9月にちなみ「名月座」と名付けた。

あわ工芸座
昭和57年4月に「阿波人形芝居伝承教室」の修了生を主体に「伝承
座」が発足。平成 5年、前座長である後藤文子氏のもと「あわ工芸
座」として活動を始めた。

平成２９年度
淡路だんじり唄コンクール優勝

えびす祭り
阿波十郎兵衛屋敷


